令和４年度 全国学力・学習状況調査について
　１　学力の状況（正答率より）と教科別の成果(○)・課題(●)・改善策(◎）
※　平均正答率は、国語科で県平均と全国平均を下回り、算数科と理科でも県平均と全国平均を若干下回る結果でした。
⑴　国語科
○　文章全体の構成や書き表し方などに着目して、どんな書き方をしているかを選ぶことができていました。
●　文の中で正しく漢字を使うことや、物語文を読んで登場人物の気持ちや人物像を想像することに課題が見られました。また、自分の言葉で意見を書くことにも課題があります。
◎　当該学年の漢字は、その時に身に付くように繰り返し指導していきます。また、言葉や文章からイメージを持たせ、生きた言葉の活用ができるよう、授業改善に努めます。
⑵　算数科
○　簡単な整数の計算や、長方形の意味や性質、構成の仕方などを理解して描き方を選ぶことができていました。
●　図で表されている百分率の問題を解くことや、プログラミング的思考を用いた図形の描き方に課題が見られました。
◎　立式の理由を説明したり、図形の作図手順を言葉で説明したりする時間を意識的に設定していきます。
⑶　理科
　○　昆虫の体のつくりやメスシリンダー(器具)の名称を正しく理解し　ていました。
　●　問題を解決するための道筋を考えたり、観察結果を分析して自分の考えを持ったりすることに課題が見られました。

　◎　既習学習を復習する時間の設定に努めるとともに、学習活動中の「なぜ？」と考える時間を大事にしていきます。
２　学習の状況(質問紙より)と注目の質問の成果(○)･課題(●)･対応策(◎）
　○　ほぼ全ての項目において、比較的良好な回答でした。
　●　分からないときに自分で調べる活動に、見劣りが感じられました。
　◎　本を読んだり、教科書を開いたりして、分からないことを自ら調べて解決する習慣を付けていきます。
３　今後に向けて
　　学校では、授業研究会を重ね、日々の授業改善に努めたり、タブレット端末の活用など学びの環境改善に当たったりしながら、ご家庭との連携を強め、学力の定着・向上を目指します。
　　ご家庭におかれましては、お子様の学習意欲が高まりますよう、お配りした結果を基に、励ましやアドバイスをしていただき、家庭学習を見直すよい機会にしていただけたらと思います。
　今後ともご協力よろしくお願いいたします。

